
文

　

　

選

　

　

雑

　

　

識

¢

「
文
選
実
技
」
百
二
十
巻
は
、
悟
代
後
親
に
、
挙
手
木
を
正
文
と
L
t
そ
れ

に
'
挙
手
注
お
よ
び
共
の
他
の
主
な
文
選
注
を
災
成
し
て
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
田
で
は
早
-
散
伏
し
た
が
、
幸
い
に
も
そ
れ
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
'
現
在
そ

⑧

の
う
ち
二
十
放
巷
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
正
文
は
'
蛸
代
の
挙
手
本
文
速
の
姿

を
伝
え
て
い
て
'
板
木
文
選
の
字
句
の
誤
り
を
訂
y
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で

③

大
き
な
価
伯
が
あ
る
。
そ
の
注
は
'
李
再
往
・
文
選
妙
・
文
選
音
決
・
五
臣
注
・

睦
音
維
江
が
収
め
ら
れ
て
お
り
へ
　
こ
の
う
ち
へ
文
選
妙
・
文
選
昔
決
・
陸
尊
経

注
は
'
「
文
選
集
注
」
に
よ
っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
'

挙
手
.
S
・
玉
田
注
は
'
照
代
に
お
け
る
そ
の
古
い
姿
を
伝
え
て
い
て
'
こ
れ
に

よ
っ
て
板
木
文
選
の
挙
手
注
・
五
臣
注
の
誤
り
を
訂
す
こ
と
が
で
き
る
.

い
ま
此
の
「
文
選
集
注
」
を
'
今
日
存
在
し
て
い
る
文
選
諸
本
'
す
な
わ
ち

正
文
の
み
の
無
往
本
で
我
国
王
制
時
代
の
抄
本
(
九
条
本
)
、
李
音
注
本
で
あ
る

e

　

　

　

　

　

　

　

　

　

&

宋
G
?
尤
要
刻
木
,
六
臣
注
文
選
の
う
ち
,
い
わ
ゆ
る
五
臣
,
挙
善
往
本
で
あ
る

⑦

朱
の
明
州
本
(
足
利
木
)
'
挙
手
i
五
臣
注
本
で
あ
る
繭
芥
楼
蔵
宋
刊
本
(
四
部

讃
刊
木
)
　
と
校
勘
L
t
字
句
の
異
同
を
確
か
め
な
が
ら
試
み
す
す
め
て
い
る
。

こ
こ
に
記
し
た
部
分
は
、
巻
五
十
九
上
(
板
木
で
は
巷
三
十
一
難
詩
下
の
一
部

で
'
凹
語
科
大
学
院
に
お
け
る
会
読
の
記
録
で
あ
る
。

時

　

輿

一

首

虚
　
　
試

森
　
　
野
　
　
繁
　
　
夫

戊
講
へ
字
は
手
許
(
二
八
三
-
三
五
〇
一
西
晋
末
'
東
普
初
の
人
で
あ
り
'

西
洋
の
末
の
大
乱
に
洛
陽
が
陥
落
し
た
際
'
時
に
井
州
刺
史
で
あ
っ
た
劉
規
を

た
よ
っ
て
北
地
に
入
り
'
以
後
へ
段
匹
耶
・
段
末
披
・
石
筆
龍
・
再
開
と
'
異

民
族
の
訂
餌
の
下
に
留
め
ら
れ
、
結
局
は
再
開
の
袈
国
で
害
に
遇
っ
た
O
六
十

七
歳
。
「
押
詰
」
巻
四
十
四
に
伝
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
何
時
頃
の
も
の
か
未
詳

で
あ
る
が
'
北
地
に
あ
っ
て
晩
秋
の
畷
野
を
望
み
つ
つ
'
胸
の
思
い
を
述
べ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
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緑
肥
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河
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糾
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雀
小

悲
帆
*
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-
*
-
捕
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嚢
虫
恭
郵
落

下
泉
放
列
活

び

ぴ

　

　

　

　

　

h

く

蟹
型
と
し
て
阿
象
は
還
り

ひ
ろ

悠
悠
と
し
て
方
儀
は
即
し

5
K

忽
忽
と
し
て
歳
は
云
に
苦
れ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
し
H
"
"
1
-
T
;
く
　
・
.
)

原
に
跡
び
て
粛
啓
を
来
る

は

-

　

　

　

L

l

l

北
は
把
と
何
と
を
臆
え

南
は
伊
と
路
と
に
臨
む

此
翫
　
　
　
　
　
　
c
a
a
s

脱
箱
は
蔓
れ
る
軍
を
試
し

し
げ
み
　
,
ど

悲
風
は
林
薄
を
振
か
す

さ
く
r
U
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

城
城
と
し
て
芳
葉
は
零
ち

.
3
4
3
^

束
盤
と
し
て
芽
華
は
落
つ

下
泉
は
列
清
を
激
し
-
し



脱
野
増
遼
累

肇
尚
眺
遥
荒

梯
F
.
無
艮
昭

形
変
随
時
化

r
>
<
S
円
的
作

折
乎
至
人
心

t
i
=
叫
仙
打
T
'
l
s
c

鴫
野
は
遠
来
を
増
す

高
き
に
登
り
て
追
荒
を
眺
め

な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
え
ぎ
る
も
の

望
め
を
極
む
る
も
崖
　
時
無
し

-
つ

形
の
変
り
は
時
に
随
い
て
化
り

こ
こ
ろ
　
-
I
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

神
の
感
き
は
物
に
関
り
て
作
る

た
ん治
た
り
至
人
の
心

て
ん
ゼ
ん

暗
然
と
し
て
玄
投
を
存
す

ゆ
る
や
か
に
天
空
は
迅
り
ゆ
き
、
は
る
ば
る
と
大
地
は
開
け
て
い
る
。

よ
も
ぎ
ま
め
の
_

‡
つ

い
つ
し
か
歳
も
暮
れ
よ
う
と
し
、
私
は
野
に
出
て
蒲
や
群
を
摘
む
。
北
の

方
は
把
山
や
黄
河
を
こ
え
'
南
の
方
は
伊
水
と
洛
水
の
ほ
と
り
ま
で
行
っ
た
。

洗
い
対
は
茂
っ
た
印
を
潤
お
し
'
悲
凪
は
林
の
し
げ
み
を
ゆ
り
動
か
し
て
い
る
。

緑
色
を
し
て
い
た
葉
は
は
ら
は
ら
と
放
り
'
咲
き
香
っ
て
い
た
花
は
ほ
と
ほ
と

と
落
ち
て
い
-
04
-

流
れ
る
川
は
寒
々
と
清
ん
だ
水
が
放
し
'
賦
野
は
も
の
寂
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

高
み
に
登
っ
て
遇
か
な
荒
れ
野
を
な
か
め
わ
た
し
て
も
'
臼
の
と
ど
く
か
ぎ
り

さ
え
ぎ
る
も
の
も
な
い
。

物
の
姿
の
変
化
は
時
節
の
ま
ま
に
移
り
ゆ
き
'
心
の
動
き
は
変
化
す
る
物
の
盗

・
1
-
,
二
:
蝣
蝣
蝣
蝣
蝣
蝣
-
-
・
'
・
'
蝣
-
.
蝣
'
-
'
1
-
.
'
.
'
‥
∴
'
t
'
'
'
"
・
"
・
t
i
'

・
-
'
¥
'
¥
"
,

だ
い
て
心
静
か
で
あ
る
け
れ
ど
-
-

悠
悠
方
儀
耶

○
各
本
挙
手
注
に
は
「
悠
悠
」
の
注
と
し
て
「
貿
達
国
語
注
目
'
悠
悠
、
正
也
」
へ

「
郎
」
の
注
と
し
て
「
爾
雅
日
、
廊
'
大
地
」
を
引
-
が
'
集
注
本
に
は
無
い
.

集
注
本
に
は
五
日
(
呂
向
)
注
「
輿
大
地
」
を
引
い
て
い
る
か
ら
'
衰
注
木

が
川
い
た
李
羊
注
に
は
'
少
-
と
も
「
爾
雅
」
は
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

r
i
i
p
j
掘
一
.
・
山

○
外
本
李
喜
S
3
に
は
「
云
」
の
注
と
し
て
、
「
毛
伝
」
　
(
小
雅
・
何
人
斯
)
　
の

「
云
、
千
日
也
」
を
引
-
0

北
は
-
-
I
与
H

o
「
把
」
3
九
条
本
分
記
に
は
「
五
日
作
蛸
」
と
あ
る
。
足
利
本
は
「
部
」
に

作
り
'
「
井
本
作
把
字
」
と
い
う
校
語
が
あ
る
。

凝
印
叶
蜘
革
帯
　
悲
風
振
林
縛

o
O

o
李
半
年
・
・
楚
即
日
'
淑
擬
霜
之
紛
紛
。
又
日
'
哀
江
介
之
悲
風
。

舟
木
孝
幸
蛇
は
「
淑
」
を
「
汲
」
に
作
る
。
今
木
「
楚
群
」
.
(
九
章
・
悲
同
風
)

0

で
は
'
集
注
本
に
同
じ
-
「
淑
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
哀
江
介
之
悲
風
」

○

(
九
草
・
哀
堕
は
'
今
本
で
は
「
追
風
」
と
な
っ
て
い
る
。

Z
純
斗
&
y
?

○
挙
手
準
㌧
・
徐
宏
射
維
賦
注
目
、
械
'
彫
糾
目
地
。

い

　

　

∴

　

　

∴

、

　

∵

.

-

蝣

>

　

'

　

-

I

.

蝣

「
射
維
肌
」
の
i
E
文
と
徐
宏
の
注
を
あ
わ
せ
引
-
。
こ
こ
で
は
「
射
維
賦
」
の

K
=
文
は
必
要
で
な
く
'
後
人
の
補
足
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
~
尤
本
・
足
利
本

は
「
己
見
射
雑
凧
」
と
引
用
を
略
す
.

〇
五
臣
(
H
廼
折
)
往
-
零
、
下
落
也
。

足
利
木
・
四
部
本
で
は
「
下
」
字
を
脱
す
。

心
#
.
 
'
&
?
*
滞
浦

o
「
楽
某
」
3
九
条
本
は
「
藁
藁
」
這
利
本
は
「
整
巴
、
尤
本
は
「
発
条
」
に

作
る
。
意
味
は
'
挙
手
は
「
垂
也
」
へ
紗
は
「
萎
枯
也
」
'
五
日
(
F
L
廼
済
一
注
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ほ
「
垂
落
之
貞
」
と
'
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
る
が
'
要
す
る
に
、
花
が
萎
れ
て

落
ち
る
さ
ま
。

下
泉
数
列
活

○
藤
木
挙
手
注
に
は
「
桝
」
の
注
と
し
て
「
毛
蓑
日
'
列
へ
寒
地
」
が
'
ま
た

「
故
」
の
注
と
し
て
「
司
馬
彪
荘
子
注
目
、
流
急
へ
日
放
」
が
引
か
れ
て
い
る

か
へ
災
注
本
李
注
に
は
無
い
。
紗
は
李
幸
江
の
補
足
を
目
的
の
f
つ
と
す
る
文

選
江
で
あ
る
が
'
そ
れ
に
「
詩
伝
云
'
列
、
埋
真
也
」
と
あ
る
か
ら
'
原
本
李

辛
.
t
j
に
は
「
毛
伝
」
は
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

0

〇
五
日
(
呂
向
)
　
往
・
-
言
流
泉
至
於
探
秋
、
則
急
流
而
桁
徹
也
3

足
利
木
・
四
部
本
の
五
日
江
で
は
'
「
探
」
字
を
脱
す
。

純
望
無
ほ
昭
・

〇
・
、
ー
V
-
C
.
-
^
-
代
'
　
　
距
.

音
抜
本
で
は
「
照
」
が
「
渡
」
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
に
変
り
は
な
い
o
な
お

r
・
J
へ
　
」
は
'
黒
は
^
"
^
i
-
つ
:
a
-
-
-
-
v
-
j
j
り
・
O
。

神
感
間
物
作

○
絡
木
李
菩
注
は
「
耐
雅
日
、
感
'
動
也
」
を
引
く
。

○
李
井
準
・
・
荘
子
日
、
万
物
化
作
'
堕
耳
之
殺
。
0
　
　
　
0
0
0
0
0

.

.
　
∵
　
　
　
　
　
　
I
 
I
"
-
-
.
 
-
-
t
.
I
.
　
'
　
　
　
　
∴
　
　
　
　
ト
J
・
・

四
部
木
は
「
荘
子
」
を
「
老
子
」
と
す
る
)
と
な
っ
て
お
り
'
そ
の
次
に
「
王

弼
日
'
作
'
生
長
也
3
子
日
、
以
脂
静
観
共
反
縄
者
也
」
と
あ
る
。
各
本
の
李

羊
江
の
引
文
は
「
老
子
」
第
十
六
章
の
正
文
と
王
洞
の
注
で
あ
る
。
そ
う
し
て

S
K
i
m
e
m
*
:

集
江
本
李
菩
提
の
「
荘
子
」
は
天
辺
論
の
文
で
、
「
万
物
化
作
'
萌
区
有
状
'

%

H

*

H

*

K

ォ

盛
衰
之
輿
変
化
之
流
也
」
の
略
。
す
な
わ
ち
各
木
の
挙
再
往
は
'
何
ら
か
の

o

r

,

o

C

事
情
で
「
荘
子
」
の
文
「
万
物
化
作
・
・
・
-
・
・
・
」
が
、
そ
れ
と
よ
-
似
た
「
老
子
」

C

O

f

j

の
文
「
万
物
並
作
-
・
・
・
」
と
入
れ
か
わ
り
'
つ
い
で
に
、
そ
の
部
分
の
老
子
注

が
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尤
本
に
は
原
注
の
名
残
り
が
「
荘
子
日
」

に
残
り
、
足
利
本
は
内
容
か
ら
判
断
し
て
「
老
子
日
」
に
改
め
た
も
の
と
考
え

叫

B

F

j

^

E

S

I

]

　

　

　

括

A

ら
れ
る
。
「
物
の
形
の
変
り
は
時
節
の
変
化
に
随
い
'
神
の
感
き
は
物
の
作

る
に
困
る
」
と
い
う
正
文
の
意
味
か
ら
考
え
て
も
'
「
老
子
」
の
「
万
物
が
並

t
ノ
ま

び
作
れ
て
も
'
私
は
そ
の
根
源
で
あ
る
道
に
'
そ
れ
ら
(
万
物
)
が
述
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
観
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
よ
り
も
'
「
荘
子
」
の
「
万

し

　

　

ぅ

ま

　

　

　

　

　

　

　

め

は

え

物
が
化
ん
だ
り
作
れ
た
り
す
る
の
は
へ
そ
の
萌
区
に
お
い
て
す
で
に
兆
候
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
盛
衰
の
次
第
で
あ
り
'
変
化
の
流
れ
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
も

の
の
方
が
'
引
記
と
し
て
通
し
て
い
る
。
な
お
胡
売
家
の
「
文
選
考
異
」
に
は

「
立
木
・
茶
陵
本
、
笹
を
老
に
作
る
。
足
な
り
」
と
い
う
が
'
こ
れ
は
集
注
木

の
李
善
注
を
見
な
い
で
下
し
た
結
論
で
あ
り
、
正
し
く
な
い
o

治
平
土
人
心
　
情
然
存
玄
漠

○
李
再
拝
・
・
。
荘
子
日
'
不
離
於
真
'
調
之
至
人
。
又
日
'
至
人
之
用
心
若
鉛
0

又
口
へ
揖
而
静
乎
'
潰
而
清
平
。
准
南
子
日
'
惜
然
別
縦
之
。

各
本
挙
手
注
で
は
'
「
荘
子
日
」
の
上
に
「
言
己
治
平
'
同
役
至
人
'
恵
存
玄

班
而
己
」
と
い
う
'
正
文
二
句
に
つ
い
て
の
釈
義
が
あ
り
'
「
推
南
子
日
」
の

上
に
「
王
逸
楚
群
注
目
'
僻
'
安
也
。
慣
与
糖
同
」
と
い
う
、
「
滑
」
字
の
説

明
が
あ
る
。
ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
「
荘
子
」
三
条
の
順
序
も
異
な
っ
て
い
る
o

正
文
の
釈
義
「
言
う
こ
こ
ろ
は
己
に
糖
と
し
て
彼
の
至
人
に
同
じ
く
へ
意
は
玄

以
に
存
す
る
の
み
」
と
は
、
自
分
の
心
が
至
人
の
ど
と
-
で
あ
る
と
解
す
る
わ

け
で
あ
り
'
挙
手
の
解
釈
と
も
思
わ
れ
な
い
。
後
人
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
ろ

I
S

o

O
草
書
準
・
・
説
文
日
'
帽
'
醸
為
也
。
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D

久
木
の
李
菩
提
は
「
乃
」
字
を
脱
す
.
今
木
「
説
文
」
は
「
m
t
鰯
偽
也
」
に

0

作
る
3
　
「
胡
氏
考
共
」
に
は
こ
の
R
'
同
に
つ
い
て
'
「
案
ず
る
に
無
の
下
'
当

f
.

に
為
字
あ
る
ペ
し
。
各
本
皆
な
脱
す
。
子
脱
賊
の
注
に
『
伯
へ
佃
為
也
』
を
引

-
3
-
'
r
-
と
す
べ
し
」
と
あ
る
が
'
集
江
木
李
純
に
は
「
為
」
字
が
あ
る
。

0
　
0

〇
五
臣
(
昌
吐
-
1
)
　
亘
'
'
蝣
[
-
.
人
山
仕
t
 
g
^
-
-
^
i
'
i
g
;
一
　
　
　
脈
打
ヱ
f
e
i
W
-
.
¥
-
:
L
'
=

己
-

足
利
木
、
四
部
木
は
'
「
存
」
を
「
在
」
、
「
黙
」
を
「
然
」
に
作
る
。
正
文
「
惜

W
H
*
H
K

然
存
玄
班
」
の
説
明
で
「
存
」
は
言
い
か
え
る
必
要
な
-
、
「
玄
」
を
「
玄
黙
」
へ

「
i
-
-
(
」
を
「
寂
税
」
と
言
い
か
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
災
抜
本
の
方
が
正

し
か
ろ
う
。

雑
　
持
　
二
　
首

陶
　
淵
明

剛
淵
明
三
六
五
-
間
二
七
一
は
背
光
の
交
の
人
で
、
「
晋
古
」
巻
九
十
四
、

「
米
朔
=
」
巷
九
十
三
に
伝
が
あ
る
。
「
難
詰
」
二
汀
は
、
彼
の
「
飲
酒
」
二
十

i
E
の
中
か
ら
'
「
文
選
」
の
排
者
'
間
明
太
子
が
選
ん
だ
も
の
「
飲
酒
」
二
十

m
の
序
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
L

J

の

i

)

　

　

　

　

　

　

　

た

ま

た

ま

余
は
間
居
し
て
歓
び
井
-
、
兼
ね
て
比
ろ
夜
は
己
に
.
j
L
.
偶
ミ
名
酒
あ

ゆ
う
べ

り
'
夕
と
し
て
飲
ま
ざ
る
佃
じ
.
鰭
を
耐
み
て
独
り
尺
-
し
、
忽
岩
と
し

す
=
t
い
　
　
　
/
.
t
*
-
r
-

て
蝣
-
-
蝣
'
た
仰
う
t
<
-
}
J
に
,
Z
・
∵
の
‥
、
-
1
^
^
'
触
誉
‥
ハ
旬
一
'
c
m
け
て
・
]
・
霊
j
L
;
.
)
-

泥
E
9
E
M
月
t
S
J
B
m
n
挑

紙
邦
は
迷
て
多
-
'
郡
に
誼
次
な
ユ
デ
P
t
卿
か
故
人
に
命
み
て
之
を
叫
=
せ

し
め
'
以
て
歓
笑
と
な
す
の
み
3
　
(
「
陶
淵
明
災
」
巷
三
)

「
文
退
」
に
選
ば
れ
て
い
る
二
百
は
'
和
明
の
言
い
わ
け
が
ま
し
さ
、
あ
く
の

強
y
J
の
感
じ
ら
れ
る
化
の
十
八
百
と
異
な
り
、
臼
然
の
巾
に
ひ
た
る
作
者
の
心

蛸
が
t
の
び
や
か
に
詠
じ
ら
れ
て
い
て
、
読
む
者
の
共
感
を
さ
そ
う
。
「
文
選
」

'

,

 

・

い

∵

-

 

'

蝣

・

-

-

・

'

.

言

‥

　

、

蝣

'

・

:

.

:

"

i

"

i

:

-

;

'

=

　

　

　

　

　

　

二

　

一

.

 

'

(

-

蝣

*

井

　

7

倍
臆
在
入
境

:
・
f
帖
・
:
車
-
蝣
:
W

間
㍑
何
能
爾

心
遠
地
自
臓

¥. -yr-心如下

関

m

&

」

!

2

山
錨
日
夕
仕

飛
鳥
棚
与
還

此
叫
-
A
什
　
止

欲
桝
己
忘
言

臓
を
結
ん
で
入
境
に
在
り

か
ま
ぴ
す

両
も
市
塙
の
机
し
き
無
し

よ

　

レ

か

君
に
問
う
　
何
ぞ
能
-
爾
る
と

か
た
よ

心
遠
け
れ
ば
地
は
自
ら
偏
る

・*'i

菊
を
采
る
東
鮫
の
下

悠
然
と
し
て
南
山
を
望
む

よ

山
気
　
日
夕
に
佳
-

と
-
ち

:
」
」
-
・
蝣
?
　
糾
い
与
に
還
る

此
の
退
り
に
真
の
意
あ
り

桝
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
己
に
言
を
忘
る

211

い
お
り
を
作
っ
て
人
出
に
住
ん
で
い
る
'
し
か
し
軍
馬
の
ざ
わ
め
き
は
無
い
.

ど
う
し
て
そ
う
な
の
か
と
人
は
問
う
、
心
が
間
問
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
れ
ば
土

地
も
辺
H
に
な
る
の
だ
.

束
の
桐
椴
の
ほ
と
り
で
狐
を
采
り
'
ゆ
っ
た
り
と
南
山
を
な
が
め
る
。
山
の
け

H

は
い
は
夕
茄
が
任
-
'
鳥
は
通
れ
だ
っ
て
述
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
退
り
ゆ
-
姿
に
こ
そ
'
こ
の
世
の
真
実
が
あ
る
が
'
そ
れ
を
説
明
し
よ
う

と
し
て
も
説
明
の
言
光
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

i
E
蛸
山
人
ォ
　
:
=
-
…
小
蝣
」
」
蝣

〇
秒
-
耗
入
境
者
'
言
与
人
同
者
、
不
日
耶
人
。
空
知
、
鰯
群
馬
之
鵬
也
。



「
入
境
に
在
り
」
と
は
'
人
と
一
紺
に
牛
三
J
い
る
者
は
'
人
か
ら
離
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
と
と
も
に
姓
捕
し
て
い
て
も
'
無
を

-
*
A
S

安
め
て
い
れ
ば
'
市
城
の
や
か
ま
し
さ
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
1
人
の
住
ま

な
い
山
中
な
ど
に
隠
退
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
'
自
分
が
人
で
あ
る
か
ら
に

は
人
々
の
中
で
生
活
す
る
の
こ
そ
自
然
で
あ
り
'
そ
の
中
で
俗
韓
に
ま
ど
わ
さ

れ
な
い
生
き
方
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
意
味
だ
t
と
抄
は
説
-
。
こ
の
解
釈
は
t

の
「
爪
与
:
r
)
へ
此
止
~
-
^
.
:
-
'
4
」
-
-
'
"
?
が
迎
二
J
ね
ぐ
ら
に
蝣
t
i
っ

て
f
;
ノ
、
.
そ
こ
に
こ
t
'
.
J
こ
の
間
の
真
人
が
品
,
^
'
i
L
」
t
a
y
e

蝣
-
.
i
:
蝣
-
.
蝣
v
.
'
た
・
;

然
に
蛇
き
て
ゆ
-
こ
と
を
よ
し
と
す
る
立
場
に
(
=
わ
せ
た
解
で
あ
る
。

間
封
何
能
細
心
遠
地
白
州

○
谷
本
李
羊
注
は
「
爾
」
の
江
と
し
て
'
「
鄭
玄
礼
記
注
目
'
爾
'
助
語
也
」

を
引
く
。
こ
の
郁
注
は
「
礼
記
」
(
似
弓
上
)
の
「
夫
子
湘
之
税
目
'
爾
糊
従

o
o
な
ん
じ
H
I
:

従
朗
'
酎
相
槌
店
爾
」
(
爾
従
従
た
る
棚
れ
'
耐
店
屈
た
る
卯
れ
一
の

し
か
「
耐
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
'
こ
こ
の
「
何
ぞ
能
-
爾
る
」
の
「
朗
」

の
説
別
に
は
な
ら
な
い
.
お
そ
ら
-
後
人
の
付
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

o
O
〇
五
位
(
張
銑
)
注
-
心
遠
'
湖
心
白
幽
遠
へ
跳
虞
的
境
地
へ
如
伺
間
也
3

足
利
木
・
四
郎
木
で
は
'
「
心
」
「
地
」
二
字
を
脱
す
Q

爪
火
軒
下
r
'
-
j
-
%
i
o
r
-
山
I
;

O
「
宋
射
」
に
つ
い
て
'
五
択
(
H
向
)
班
は
「
菊
は
芥
叩
i
S
華
'
以
て
柄

に
琵
ぶ
べ
し
」
と
'
そ
れ
を
来
っ
て
酒
に
う
か
べ
る
の
だ
と
い
う
。

〇
秒
は
「
淵
明
の
家
'
束
軒
の
下
に
菊
あ
り
'
捕
山
の
下
に
種
豆
の
処
あ
り
」

と
い
う
が
'
淵
朋
は
此
の
時
'
南
山
の
ふ
も
と
の
一
旦
E
の
こ
と
を
孝
三
し
い
た

と
い
う
の
で
は
な
く
'
つ
い
で
の
注
。

O
「
望
l
」
字
は
、
淵
朋
の
班
で
は
「
見
」
に
作
る
。
「
男
」
と
「
見
」
の
異
同

に
つ
い
て
へ
米
の
蘇
枕
は
「
東
城
題
蚊
」
(
朔
日
詔
集
改
字
)
の
巾
で
次
の
よ
う

に
言
っ
。
「
菊
を
宋
る
の
次
'
偶
然
に
山
を
見
る
。
初
め
窓
を
用
い
ず
'
而
し

て
=
山
の
態
と
会
す
。
故
に
喜
ぶ
べ
き
な
り
。
今
、
皆
な
r
望
南
山
』
に
作
る
.

〇枇
子
美
云
う
F
白
鴎
投
浩
潟
'
万
～
d
灘
能
馴
』
(
奉
贈
葺
左
承
丈
)
と
。
荒
し

押
波
の
間
に
減
没
す
る
の
み
.
而
る
に
宋
敏
求
は
余
に
謂
い
て
日
-
'
『
鶴
は

c
_
,

没
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
'
改
め
て
披
字
に
作
る
』
と
。
二
詩
、
此
の
二
字
を
改
め

て
'
1
節
の
神
気
の
演
然
た
る
を
党
ゆ
る
な
り
」
と
。
つ
ま
り
'
南
山
を
わ
ざ

わ
ざ
F
。
:
み
み
る
の
で
は
な
-
'
茄
を
宋
っ
て
い
て
'
偶
然
に
南
山
の
す
が
た
が

口
に
入
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
更
に
此
の
こ
と
に
つ
い
て
'
宋
の
呉
自
「
能

お
も
改
前
担
録
」
に
は
次
の
ご
と
-
述
べ
る
.
「
攻
城
以
え
ら
-
、
和
明
の
『
采
菊
東

o
c
離
下
、
悠
然
鬼
南
山
』
'
識
浅
き
者
、
兄
を
以
て
望
と
為
す
は
'
た
だ
に
故
紙
の

w
a
s
-

:
-
-
'
-
-
'
J
<
2
サ
ハ
1
.
1
-
V
i
、
=
ず
と
O
然
れ
ど
も
余
へ
大
の
1
.
m
明
の
泊
に
箪
っ
L
を

0観
る
に
'
E
.
時
憤
7
聴
桁
'
坐
男
東
南
』
と
云
う
射
り
。
然
ら
ば
則
ち
流
俗

たの
火
久
し
。
惟
だ
球
蘇
州
の
F
長
火
の
飛
'
襲
説
に
筈
う
』
に
「
采
菊
鍔
末

0席
、
不
所
見
秋
山
』
と
云
う
有
り
。
乃
ち
虫
に
捌
明
の
詩
意
を
得
'
而
し
て
東

城
の
説
の
信
ず
べ
L
と
為
す
を
知
る
」
と
。

Ⅷ
四
B
S
S
o
s
s

O
f
,
'
は
「
純
に
向
蝣
>
v
∴
は
-
H
o
?
は
清
-
1
f
な
い
.
北
に
仕
と
言
・
こ
'
:
蝣
=
」
(
下
川

_
帆
)
経
は
「
口
茄
、
山
気
は
柴
翠
す
。
い
わ
ゆ
る
r
仕
3
な
り
」
と
い
う
。

す抄
の
言
っ
「
清
光
」
と
は
、
活
ん
で
丈
し
い
こ
と
で
あ
り
'
李
周
物
の
「
繋

翠
」
と
は
'
夕
も
や
に
か
す
む
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
両
者
の
解
は
異
な
っ

て
い
・
?

飛
r
-
'
"
*

'
^
-
i
仙
与
迩

○
滋
H
(
挙
用
愉
)
注
は
'
「
飛
鳥
は
.
3
:
に
退
び
て
'
夕
に
相
い
与
に
山
林
に -212



男

n

r

g

円

柑
る
3
此
れ
天
性
を
柑
て
臼
ら
作
に
す
る
新
な
り
」
と
説
く
9
号
つ
し
て
抄

は
「
鳥
を
以
て
噂
り
化
と
為
す
な
り
」
と
'
自
分
の
現
在
の
状
態
を
鳥
に
よ
っ
て

峨
え
た
も
の
と
解
す
る
。

此
止
市
>
*
:
~
a

O
O

O
芋
-
z
^
.
 
-
-
-
%
i
印
H
t
拭
光
心
・
汀
丘
'
大
人
判
虻
'
蝣
蝣
/
拭
H
n
'
-
-
蝣
3
1
口
t
 
良

○情
'
水
心
也
。

今
木
「
焚
即
」
　
(
七
謝
'
白
悲
)
　
は
「
丘
」
　
の
下
に
「
分
」
、
「
能
」
の
下
に

!
ォ
F
-

「
不
」
字
が
あ
る
。
「
不
反
-
-
J
で
あ
れ
ば
「
夫
れ
入
城
か
能
-
共
の
真
情

に
戊
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
、
意
味
が
変
わ
っ
て
-
る
。

林
木
李
手
法
は
「
情
」
芋
を
脱
す
O
今
木
「
班
畔
」
王
迎
m
は
災
往
本
挙
注

に
同
じ
。
つ
ま
り
群
青
は
「
1
1
(
志
」
を
、
「
本
心
な
り
」
-
臼
分
の
本
心
と
解

し
た
3
馬
が
ね
ぐ
ら
に
迷
っ
て
ゆ
-
姿
の
中
に
'
私
の
心
の
底
か
ら
願
っ
て
い

る
思
い
が
あ
る
'
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
抄
は
「
真
と
は
'
道
の

木
を
刑
う
な
り
。
仏
は
日
郡
れ
て
山
に
迂
る
。
足
れ
柄
に
帰
り
て
集
い
へ
共
の

つ
か
れ
　
や
す

」
?
i
K
-
'
C
K
.
し
.
快
に
　
{
%
.
?
-
!
'
=
=
蝣
L
と
「
=
う
な
り
」
し
>
'
f
-
へ
仕
の
ま
ま
に
牲
き

て
い
る
此
の
鳥
の
拓
'
つ
ま
り
臼
分
の
'
純
朴
な
村
人
た
ち
の
中
で
生
は
し
て

い
る
今
の
-
ら
し
方
こ
そ
'
「
道
の
木
」
に
そ
っ
た
も
の
と
淵
別
は
思
っ
て
い

る
'
と
解
す
る
C
P

O
「
辻
」
字
を
'
紺
明
集
で
は
「
中
」
に
作
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
'
「
夕
幕
に

鳥
が
迫
れ
だ
っ
て
山
に
述
っ
て
e
-
へ
　
こ
の
中
に
-
・
・
・
」
と
い
う
誼
味
に
な
り
'

0
0
0
0
0

「
　
が
ね
ぐ
ら
に
巡
っ
て
ゆ
-
へ
　
こ
の
こ
と
に
・
・
・
-
」
と
'
「
巡
る
」
を
醇
に

i
g
b
i
^
f
c
j
は
な
く
な
る
'

拭
X
r
J
忘
ユ
:
=

○
苧
蒲
江
・
・
・
荘
子
口
'
(
:
2
者
所
J
l
在
意
也
。
柑
童
L
Z
忘
エ

「
荘
子
」
外
物
抗
の
此
の
言
光
の
意
味
は
「
i
'
:
n
は
意
を
伝
え
る
手
段
で
あ
る
。

心
が
伝
述
さ
れ
れ
ば
忘
れ
さ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
'

揃
披
六
郎
博
士
は
'
こ
の
部
分
の
引
詔
と
し
て
は
知
北
遊
茄
の
「
(
知
と
い
う
者

が
'
道
を
知
り
、
道
に
安
ん
じ
'
道
を
身
に
つ
け
る
方
法
に
つ
い
て
狂
屈
に
た

わ

れ

　

　

　

　

　

　

　

_

.

q

ん

じ

ず
ね
た
と
こ
ろ
一
班
旭
日
く
'
あ
あ
、
予
こ
れ
を
知
れ
り
。
将
に
若
に
語
ら
ん

と
す
と
。
言
わ
ん
と
欲
す
る
に
中
り
て
、
兆
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
を
忘

る
」
と
い
う
も
の
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
抄
は
此
の
句
の
意
味
を

「
我
は
今
こ
の
'
刑
を
得
る
の
意
を
那
せ
ん
と
欲
す
る
も
'
意
以
て
之
を
舞
ぜ

ん
と
す
る
が
故
に
言
を
忘
る
」
　
-
　
自
分
が
現
在
こ
の
く
ら
し
の
中
で
体
得
し

て
い
る
貢
州
は
'
説
明
し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
　
-
　
と
す
る
。
五
臣
(
挙

招
s
a
?

用
_
柵
)
　
純
は
「
我
、
此
の
責
の
意
を
言
わ
ん
と
欲
す
る
も
'
吾
も
亦
た
自
ら

貢
の
志
に
入
る
0
枚
に
井
の
言
を
辺
忘
し
て
言
う
無
し
」
　
-
　
馬
が
ね
ぐ
ら
に

巡
っ
て
ゆ
-
'
そ
の
梯
子
に
真
の
意
を
感
じ
た
作
者
が
'
そ
れ
を
説
明
し
よ
う

と
す
る
が
'
自
分
も
そ
の
中
に
投
入
し
て
し
ま
っ
て
説
明
で
き
な
-
な
っ
た
の

だ
I
と
蝣
ォ
-
.
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八
　
二

秋
菊
有
什
色

3
拭
抜
穴
英

汎
此
;
j
j
ォ
y
杓

f
u
北
辺
世
情

丁
繊
維
独
逃

杯
尺
誼
自
傾

口
入
那
動
息

秋
菊
に
仕
色
あ
り

寸
(
-
U
　
　
　
　
　
　
　
　
*
*
こ
C
 
L
J

c
i
k
'
v
k
い
て
八
の
英
一
c
a
a

此
の
忘
憂
の
物
に
汎
べ

我
が
近
川
の
情
を
遠
-
す

1
鱗
　
独
り
進
む
と
雌
も

己
　
　
　
　
　
　
　
括
F
I
S
J

杯
尺
き
て
茄
も
自
ら
幌
-

ォ
ー

ロ
入
り
て
群
動
は
息
み



い
.
-
a
.
 
"
_

棉
鳥
越
林
鳴
　
帰
島
は
林
に
趨
き
て
鳴
ノ
＼

明
放
束
軒
下
　
束
軒
の
下
に
噴
敢
し

此
S
H
E

即
位
得
此
生
　
脚
か
綾
た
此
の
生
を
得
た
り
と
す

t
i
り
か
・
'
i
l
f
L
・
＼
色
づ
い
て
い
"
~
*
-
私
は
-
」
!
'
・
∵
‥
蝣
(
"
l
,
∵
i
'
Q
花
一
け
ら
L
J
'
こ
の

忘
憂
の
柄
に
汎
べ
て
、
世
を
は
な
れ
た
思
い
を
班
に
追
か
な
も
の
に
す
る
。

杯
ひ
と
つ
独
り
で
飲
ん
で
い
る
が
'
杯
の
酒
は
尽
き
砧
も
や
が
て
横
に
な
る
。

や

口
も
溢
れ
て
生
き
物
の
動
き
は
息
み
'
ね
ぐ
ら
に
灯
る
鳥
が
林
に
む
か
っ
て
鴨

ユ
'
蝣
|
 
'
)
V
.
^
X
;
,
r
鵬
-
八
¥
"
^
-
'
'

・
1
そ
ぷ

叫
の
小
、
心
の
は
と
;
ニ
;
-
>
:
*
w
,
i
.
i
¥
l
叩
い
て
へ
　
い
-
n
y
i
か
八
が
生
に
演
:
y
-
'
-
.
i
C
'

-
i
-
"
:
"
?
五
仕
.
 
L
j
　
∴
書
聖
i
代
品
、

O

r
J
ナ
蝣
v
.
 
-
y
-
^
r
忙
m
口
へ
　
3
'
1
.
火
t
f
:
山
i
」
.
-
;
-
-
r
'
y
∵
化
'
林
　
上
し
バ
ー
j
)

あ

つ

　

　

o

o

o

孫
木
李
善
注
は
「
1
1
」
字
を
脱
す
。
「
鍔
の
'
花
に
公
ま
れ
る
を
以
て
、
亦
た

こ
一
>
J
~
'
X
l
と
朋
・
∴
i
-
 
'
'
」
f
+
<
「
:
 
"
-
*
:
.
」
.
l
l
.
!
つ
い
て
判
の
J
t
=
削
千
丁
石
.
千

C

　

　

　

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

な
わ
ち
「
蓑
は
梶
な
り
0
拓
の
尚
お
衣
を
　
ら
す
時
'
往
き
て
北
の
花
を
扱
耽

あ
つ

る
車
7
.
日
う
な
り
」
。
挙
手
が
「
鍔
の
書
ま
っ
て
い
る
'
そ
の
花
を
と
る
」
と
解
す

る
の
に
対
し
'
抄
は
「
衣
服
を
鍔
に
ぬ
ら
し
な
が
ら
'
そ
の
花
を
と
る
」
の
だ

○

と
い
う
'
日
独
　
は
「
'
」
2
¥
'
仕
」
h
あ
り
へ
快
に
r
J
.
 
'
-
1
に
煎
じ
て
:
言
I
'
r
^
-
り
'
-
¥
l

を
桝
に
は
ぶ
」
と
説
明
し
て
い
る
か
ら
'
菊
が
ま
だ
.
h
g
に
ぬ
れ
て
い
る
時
に
そ

れ
を
し
」
る
'
と
研
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
災
注
本
の
沼
延
折
柱
で
は
'
「
乗
」

蝣

W

-

U

が
「
垂
」
字
の
よ
う
に
も
旦
見
る
。
も
し
「
垂
」
で
あ
れ
ば
「
(
菊
に
)
重
い
し

し

指
を
垂
ら
せ
つ
つ
之
を
采
り
-
・
・
・
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

汎
此
忘
憂
物
　
述
収
辻
世
情

]
:
す

O
「
達
字
」
'
抑
明
父
は
「
辺
」
に
作
る
。
「
我
が
'
間
を
迫
る
る
の
情
を
遥

・
/
'
r
」
.

〇
李
並
ト
.
紘
-
毛
詩
日
へ
微
我
無
研
t
 
J
ュ
遇
1
1
遊
。
毛
韮
日
'
非
我
鰯
所
'
可
1
1

忘
w
.
^
'

挙
手
は
「
忘
憂
物
」
の
注
と
し
て
「
毛
詩
」
　
(
北
風
・
相
舟
)
　
と
'
そ
の
毛
伝

を
引
-
が
'
抄
は
.
B
t
に
「
貌
武
帝
詩
」
　
(
短
歌
行
)
す
な
わ
ち
「
何
以
解
憂
、

た

　

さ

け

耶
打
枇
康
」
　
(
何
を
以
て
憂
い
を
解
か
ん
'
唯
だ
枇
康
あ
る
の
み
)
　
を
祁
引
す

S
J

〇
秒
-
辻
性
情
者
、
訓
連
於
性
情
祈
れ
'
辻
駈
馳
之
事
O
今
既
忘
憂
o
与
世
情

河
辺
3
枚
云
　
遠
我
迂
世
情
。
故
共
詩
云
'
林
間
無
性
情
。
是
也
。

「
辻
世
情
」
　
の
意
味
を
、
「
性
情
有
為
に
達
し
、
駈
馳
の
事
に
達
す
る
を
調

う
」
と
説
-
か
ら
'
抄
は
「
性
情
に
通
す
」
　
(
達
は
超
越
の
意
)
　
と
読
ん
だ
わ

0
0

け
で
あ
る
3
李
善
も
「
継
子
」
の
「
式
無
心
日
へ
佃
心
邦
人
也
。
不
識
柑
橘
」

を
引
叫
=
i
と
し
て
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
「
柑
情
」
と
語
を
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
=
T
.
延
折
は
「
故
道
連
代
上
之
情
'
不
知
我
」
　
(
故
に
代
上
に
達
す
る
の

情
を
述
-
す
る
こ
と
、
我
に
如
か
ず
)
　
と
'
「
班
に
達
す
る
の
惜
(
達
仕
の
惰
)
」

-
間
を
超
越
し
た
惰
-
と
読
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
妙
に
引
-
抑
明
の

詩
は
「
平
射
の
城
'
七
月
'
赴
仮
し
て
江
俊
に
述
ら
ん
と
し
'
攻
　
堆
口
を
行

く
」
の
一
句
。

T
碩
維
独
進
　
杯
尺
前
日
傾

〇
秒
-
独
進
、
謂
不
与
俗
人
同
債
尽
也
。
調
光
道
本
若
稀
康
以
酒
論
遺
也
。

蝣

J

F

3

「
独
進
」
に
つ
い
て
の
「
俗
人
と
、
同
に
傾
け
尽
-
さ
ざ
る
を
調
う
な
り
」
と

い
う
解
釈
で
は
、
淵
判
の
心
が
あ
ま
り
に
狭
-
な
る
。
た
だ
「
1
人
で
飲
ん
で

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
よ
か
ろ
う
。

〇
五
'
」
(
劉
良
)
　
往
・
・
・
独
的
へ
独
進
林
地
.
又
臼
傾
茄
両
満
也
3
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s
*
s
?

劉
良
は
「
又
た
自
ら
砧
を
憤
け
て
満
た
す
な
り
」
と
、
杯
の
酒
が
無
-
な
っ

た
ら
'
又
た
壷
を
傾
け
て
自
分
で
つ
ぐ
t
　
と
解
す
る
。
し
か
し
「
杯
尺
壷
白

憤
」
の
旬
は
、
杯
の
所
も
尽
き
'
壷
も
や
が
て
空
に
な
っ
て
杭
に
な
る
、
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。

日
入
群
動
息
　
帰
島
趨
林
鴨

○
李
善
注
-
荘
子
、
善
巻
日
'
余
日
出
耐
作
'
臼
入
而
息
。
p
子
日
へ
E
E
動
前

夜
息
、
天
之
道
也
3
杜
肯
詩
日
、
臨
下
覧
群
動
。
世
子
建
胴
白
馬
王
詩
日
'

-
*
・
-
;
趨
雨
林
.

「
日
入
群
動
息
」
の
句
に
つ
い
て
'
「
荘
子
」
「
p
子
」
「
杜
育
詩
」
が
引
か
れ

て
い
る
が
'
「
荘
子
」
　
(
製
王
G
)
は
'
カ
に
天
下
を
諮
ろ
う
と
言
わ
れ
た
碁

巻
が
'
そ
れ
を
断
る
時
の
言
u
で
'
「
r
I
子
」
の
「
星
動
き
て
税
息
う
は
'
天

の
道
な
り
」
と
と
も
に
'
こ
の
句
に
お
け
る
糾
明
の
表
現
だ
け
で
な
-
'
こ
め

ら
れ
て
い
る
淵
明
の
思
想
を
説
判
す
る
た
め
の
引
記
で
あ
る
。
晋
の
祉
育
の
詩

「
下
に
臨
み
て
群
動
を
覧
る
」
は
'
「
軍
政
」
と
い
う
語
の
用
例
を
挙
げ
た
だ

け
の
も
の
。
な
お
杜
背
の
詩
は
「
全
曽
詩
」
に
未
収
録
。

o

〇
五
臣
(
張
銑
)
注
-
衆
物
之
運
動
者
'
臼
入
皆
息
。

「
運
」
字
。
足
利
本
・
四
部
本
は
「
軍
」
に
作
る
。
止
文
「
畢
動
」
の
説
明
で

0

あ
る
か
ら
、
「
衆
物
の
運
動
す
る
者
」
の
方
が
よ
い
。

o
o

O
随
喜
経
注
・
・
・
挙
着
日
へ
群
動
、
謂
鱗
羽
等
衆
物
也
。

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
陛
善
雄
が
「
群
動
」
に
つ
い
て
の
李
善
注
を
引
用
し
た

こ
と
に
な
る
が
'
挙
善
は
「
群
動
」
に
関
し
て
は
既
に
「
祉
育
詩
」
を
引
い
て

お
り
'
李
注
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
或
い
は
李
山
ら
後
人
の
祁
思
し

た
李
善
注
に
拠
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
此
の
二
句
は
「
雑
詩
」
　
(
其
こ
　
の
「
山
気
日
夕
任
へ
飛
鳥
榊
与
述
」
と
同

じ
よ
う
な
内
容
　
-
　
鳥
が
そ
の
性
の
ま
ま
に
行
動
し
生
き
て
い
る
こ
と
I
を

言
っ
た
も
の
で
あ
る
C
'

怖
敷
東
軒
下
　
馴
復
得
此
生

O
「
敷
」
字
。
九
条
本
・
足
利
本
・
四
部
本
・
尤
本
は
全
て
「
倣
」
に
作
る
.

し
か
し
足
利
本
校
語
に
は
「
登
本
作
倣
字
」
'
九
条
本
カ
ー
J
に
も
「
1
本
作
倣
」

と
あ
る
の
で
'
「
轍
」
と
な
っ
て
い
た
本
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
災
注
本
所
引
の

&

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

<

0

妙
に
は
「
倣
、
五
諮
反
」
'
　
向
注
に
は
「
姉
倣
'
超
過
貞
」
と
あ
る
か
ら
'

唐
代
の
抄
本
、
五
日
本
は
'
い
ず
れ
も
「
倣
」
で
あ
っ
た
。
o

O

O

O

O

O

O

0

O
李
善
往
-
郭
瑛
遊
仙
詩
日
'
嘱
倣
通
俗
耕
。
柑
此
生
、
謂
自
得
於
此
1
生
也
。

○

劉
瑚
易
注
目
、
自
細
山
有
へ
日
生
O

各
本
李
幸
江
は
「
調
自
柑
於
此
t
生
也
」
八
字
が
無
い
。
此
の
八
字
は
正
文

「
柑
此
生
」
の
釈
義
で
あ
り
'
各
本
李
注
で
は
「
柑
此
生
」
と
い
う
.
j
文
の
挺

示
だ
け
が
な
さ
れ
て
、
そ
の
説
明
部
分
は
脱
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
李
善
往
原
本
で
は
集
江
本
の
ご
と
-
'
「
郭
瑛
遊
仙
詩
に
日
う
F
嘱
倣
迫
俗

柾
』
と
。
r
得
此
生
』
と
は
、
此
の
1
生
に
自
得
す
る
を
翠
っ
な
り
」
と
あ
っ

た
も
の
を
、
後
人
が
挙
幸
江
に
手
を
加
え
た
際
、
多
分
'
六
日
本
を
舶
む
時
、

郭
攻
の
遊
仙
詩
を
「
婿
倣
退
俗
'
離
柑
此
生
」
ま
で
と
誤
認
L
t
そ
れ
以
下
の

釈
義
の
文
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
郡
瑛
の
詩
は
「
仝
譜
詩
」
巷

五
に
収
め
ら
れ
て
お
り
'
「
姉
倣
退
位
据
'
縦
倍
任
独
往
」
　
(
研
撤
し
て
世
の

^

L

^

S

臼

　

　

E

ォ

」

皿

経
を
迫
れ
'
情
を
縦
に
し
て
独
往
に
任
す
)
　
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
各

本
草
喜
注
に
は
「
劉
雌
易
注
目
、
白
細
山
布
目
生
」
の
下
に
へ
　
「
生
相
性
之

始
也
」
六
字
が
有
る
。
災
往
本
が
此
の
六
字
を
脱
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'

「
文
選
」
巻
六
の
「
貌
都
賦
」
-
生
生
之
所
常
群
-
の
李
注
に
、
「
劉
蛸
周
以

義
」
　
へ
劉
淵
易
注
と
同
苔
)
が
引
用
さ
れ
て
い
て
'
そ
こ
に
は
「
白
軸
…
山
村
日

215



生
」
一
鰯
よ
り
生
を
山
だ
す
を
、
生
と
日
う
)
と
だ
け
あ
っ
て
'
「
生
相
性
之

始
也
」
　
(
生
は
'
性
を
柑
る
の
始
め
な
り
)
と
い
う
文
は
細
い
。
お
そ
ら
-
此

の
六
字
は
劉
轍
易
姓
の
文
で
は
な
く
後
人
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

o

0
-
:
z
.
(
x
向
)
　
は
・
・
・
脚
w
-
 
'
-
J
此
生
之
濫
也
)

「
生
」
字
の
上
'
足
利
本
・
四
部
本
は
「
達
」
字
が
射
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

0

「
馴
復
得
此
生
」
を
「
郡
か
復
た
此
の
迂
生
の
菜
し
み
を
柑
た
る
な
り
」
と
解

す
る
わ
け
で
あ
る
。
「
辻
生
」
と
は
「
荘
子
」
の
言
柴
で
'
天
即
の
自
然
に
脳

い
私
心
を
捨
て
て
無
為
と
な
る
t
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
で
あ
れ

ば
淵
明
は
既
に
悟
り
を
得
た
境
地
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
淵
明
は
、
そ

の
よ
う
な
迂
生
の
境
地
に
自
分
が
あ
る
と
は
恐
ら
-
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
此
の
二
句
「
輸
敷
火
軒
下
'
耶
復
柑
此
生
」
の
意
味
も
'

今
自
分
の
自
然
の
性
の
ま
ま
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
溝
足
し
て
い
る
こ
と
を
言
0
0

う
よ
う
で
あ
る
か
ら
'
r
u
=
向
の
注
は
発
注
本
の
ご
と
-
「
脚
か
役
た
此
の
生
の

0
0
0

楽
し
み
を
得
た
る
な
り
」
と
あ
る
の
が
止
し
か
ろ
う
。

○
こ
の
「
馴
復
柑
此
生
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
李
善
は
「
訓
白
州
3
於
此
一
生
也
」

(
此
の
1
生
に
自
得
す
る
を
革
っ
な
り
)
　
つ
ま
り
'
わ
が
生
に
満
足
す
る
の
意

と
解
す
る
。
そ
う
し
て
妙
は
「
耶
復
柑
此
一
生
之
性
也
。
謂
不
失
本
分
也
」

(
即
か
復
た
此
の
1
生
の
性
を
得
た
る
な
り
。
本
分
を
失
わ
ざ
る
を
革
っ
な
り
)

1
人
と
し
て
の
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を
し
て
い
る
の
窓
と
解
し
、
先

ほ
ど
挙
げ
た
呂
向
は
'
わ
が
生
の
兼
し
み
を
感
得
し
て
い
る
の
意
と
す
る
の
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
挙
手
の
解
釈
と
-
い
ち
が
う
も
の
で
は
な
い
。

注

①
　
挙
手
(
?
-
六
八
九
)
は
出
の
高
宗
の
跳
段
三
咋
丁
ハ
五
八
)
　
に
文
退
往

ー
六
十
巻
を
奉
っ
て
い
る
。
以
下
'
そ
の
文
選
を
挙
善
本
と
称
す
る
。

㊥
　
昭
和
十
七
年
刊
「
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
貝
印
旧
抄
本
」
第
三
災
～
第
九

集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑨
　
李
善
の
注
は
'
文
選
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
句
の
前
代
に
お
け
る
川
例
を

挙
げ
、
客
観
的
な
資
料
に
よ
っ
て
詩
文
の
語
句
の
正
味
を
証
明
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
'
こ
の
挙
手
注
が
わ
か
り
に
-
い
た
め
'
文
革
の

意
味
を
わ
か
り
以
く
説
明
す
る
五
日
注
が
作
ら
れ
'
肘
の
玄
宗
の
閃
元
六
年

(
七
7
八
)
に
奉
ら
れ
て
い
る
。
五
日
と
は
'
呂
延
折
・
劉
良
・
張
銑
・
呂

向
・
李
周
翰
の
五
人
で
あ
る
。

④
　
南
宋
の
拝
殿
八
年
二
1
八
二
に
、
尤
教
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
挙
善

注
本
で
'
現
在
の
李
香
住
本
完
本
と
し
て
は
員
古
の
も
の
で
あ
る
Q

⑤
　
六
田
本
は
、
五
田
本
の
正
文
と
注
を
基
に
し
て
'
そ
れ
に
李
*
注
を
加
え
'

正
文
は
挙
手
木
と
対
校
し
て
字
句
の
異
同
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
見

る
こ
と
の
で
き
る
資
料
(
j
K
葬
尊
「
曝
書
夢
先
」
巷
五
二
)
に
よ
れ
ば
、
滋

も
早
い
六
田
本
は
い
わ
ゆ
る
広
都
英
氏
刻
本
で
'
北
米
末
の
政
和
元
年
二

二
二
　
に
刻
を
撃
っ
て
い
る
。

・
　
　
こ
い
'
i
;
'
.
 
-
-
 
J
-
i
i
-
ハ
.
E
ト
　
⊥
い
'
五
日
バ
∴
　
バ
^
N
・
"
-
%
!
・
"
'
-
-
.
・

る
。
こ
の
種
の
本
で
現
存
最
古
の
も
の
は
米
の
明
州
刊
本
で
'
足
利
学
校
迫

践
図
書
比
に
成
さ
れ
て
い
る
。

⑦
　
こ
の
本
は
'
郎
行
李
善
注
本
、
単
行
五
臣
注
本
に
本
づ
い
た
も
の
で
な
く
'

五
臣
・
挙
手
注
本
に
拠
っ
て
'
李
善
と
五
臣
と
の
朋
序
を
互
い
に
易
え
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。
現
存
す
る
最
も
古
い
も
の
と
し
て
米
の
杭
州
刊
本
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
油
井
楼
蔵
宋
刊
本
を
景
印
し
た
四
部
諮
刊
本
に
よ
っ
た
。

(
本
学
教
肖
学
部
助
教
授
)
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